
いちごドリルプリント

平成・現代 名前

問1 1967年に制定された「公害対策基本法」に代わり、1993年に「環境基本法」が制定された主な理由として、当時の社会状況の変化をふまえた
説明として最も適切なものはどれですか。 （2024年 福岡県公立入試 類似）

1. 高度経済成長期に発生した四大公
害裁判の判決を受け、公害の被害者
救済と原因企業の処罰のみに特化し
た厳しい規制を行う必要が生じたた
め

2. パリ協定の採択に基づき、国内の
環境規制を国際基準に合わせること
で、途上国への技術支援を経済政策
の柱として位置づけるため

3. 国際連合人間環境会議の開催を受
け、世界に先駆けて二酸化炭素の排
出量を半分以下に削減する具体的な
数値目標を国内法で義務づけるため

4. 地球温暖化や廃棄物問題など、従
来の公害の枠組みだけでは捉えきれ
ない、地球規模の環境問題や循環型
社会の構築を視野に入れた対策が求
められたため

問2 1990年度から2010年度までの日本の経済成長の推移において、2008年以降に実質国内総生産の対前年度比がマイナス6パーセント近くまで急
落した要因となった出来事の名称として適切なものはどれですか。 （2018年 愛知県公立入試 類似）

1. アジア通貨危機 2. 石油危機（オイル・ショック） 3. 世界金融危機 4. バブル経済の崩壊

問3 1980年代後半から1990年代初頭にかけての日本経済の動きと、その特徴について述べた文として最も適切なものはどれですか。 （2021年

香川県公立入試 類似）

1. 1973年の石油危機をきっかけに
、重化学工業を中心とした高い経済
成長率が維持された状態を指す。

2. 円安の影響で輸出が爆発的に伸び
、国内の物価が安定したまま実体経
済が拡大し続けた好景気である。

3. 公害問題の激化を受けて、政府が
経済成長よりも環境保護を最優先す
る政策に転換した時期である。

4. 銀行の貸し出し増加を背景に地価
や株価が異常に高騰したが、1990年
代初頭に価格が急落して崩壊した。

問4 1949年の中華人民共和国建国以降の国際的な出来事を、古い順に正しく並べたものはどれですか。 （2021年 千葉県公立入試 類似）

1. アジア・アフリカ会議 →
日韓基本条約 → ドイツ統一 →
香港返還

2. 日韓基本条約 →
アジア・アフリカ会議 → 香港返還
→ ドイツ統一

3. アジア・アフリカ会議 →
香港返還 → 日韓基本条約 →
ドイツ統一

4. ドイツ統一 → 日韓基本条約 →
香港返還 → アジア・アフリカ会議

問5 湾岸戦争が勃発した背景や、その際にとられた国際的な対応について述べた文として、最も適切なものはどれですか。 （2024年 千葉県公立入試 類似）

1. 冷戦の影響により、アメリカとソ
連がそれぞれ別々の陣営を支援して
対立が激化した。

2. 民族紛争を解決するため、ヨーロ
ッパ諸国を中心とするNATO（北大
西洋条約機構）のみが展開した。

3. 共産主義勢力の拡大を阻止するこ
とを目的として、北米自由貿易協定
に基づき軍が派遣された。

4. 国際社会の秩序を乱すクウェート
侵攻に対し、国連の決議に基づいて
多国籍軍が結成された。

問6 ドイツの歴史において、19世紀後半のドイツ帝国成立から現代に至るまでに起こった出来事について、年代の古いものから順に正しく並べたも
のはどれですか。 （2022年 茨城県公立入試 類似）

1. 三国同盟の結成 ―
日独伊三国同盟の調印 ―
ワイマール憲法の制定 ―
ベルリンの壁崩壊

2. 三国同盟の結成 ―
ワイマール憲法の制定 ―
日独伊三国同盟の調印 ―
ベルリンの壁崩壊

3. 日独伊三国同盟の調印 ―
三国同盟の結成 ―
ワイマール憲法の制定 ―
ベルリンの壁崩壊

4. ワイマール憲法の制定 ―
三国同盟の結成 ―
日独伊三国同盟の調印 ―
ベルリンの壁崩壊

問7 バブル経済期における日本の状況とその崩壊について、背景や仕組みを説明したものとして適切なものを選択してください。 （2023年 埼玉県公立入試

類似）

1. 重化学工業から知識集約型産業へ
の転換が進み、国全体が安定成長期
へと移行するきっかけとなった。

2. 世界的な不況により企業の倒産が
相次いだため、政府が公共投資を削
減して財政再建を優先させた。

3. 企業の合併や統合が進んだことで
失業者が減少し、物価が継続的に下
落するデフレーションが発生した。

4. 土地を持っていれば必ず値上がり
するという土地神話が広まり、多額
の資金が不動産投資に向けられた。

問8 1991年に起こったソビエト連邦（ソ連）の解体と、その後の国際社会への影響について述べた文として、正しいものはどれか。 （2019年

三重県公立入試 類似）

1. 東ヨーロッパの社会主義諸国が、
ソ連を中心とする軍事同盟を強化し
た。

2. 東西に分断されていたドイツが、
一つの主権国家として統合された。

3. 冷戦が終結したことで、ユーラシ
ア大陸からすべての国境線が消滅し
た。

4. 連邦を構成していた各共和国が独
立国家となり、次々と国際連合に加
盟した。

問9 岩手県の明治期から現代にかけての人口推移を説明した文として、適切なものはどれですか。 （2024年 岩手県公立入試 類似）

1. 1880年から2010年代に至るまで
、岩手県の人口が80万人を上回った
ことはなく、一貫して緩やかな減少
傾向にある。

2. 1950年代には戦後の混乱で人口
が一時的に100万人を下回ったが、
その後の高度経済成長期に140万人
を突破した。

3. 1900年から1940年にかけての期
間で人口は2倍以上に増加し、21世
紀初頭においても140万人以上の水
準を維持し続けている。

4. 1950年代に人口増加によって140
万人を超えたが、21世紀に入ると20
00年から2010年にかけて5万人以上
の人口減少が見られた。

問10 1990年代以降、日本が自衛隊を海外へ派遣して行っている「国連平和維持活動（PKO）」の具体的な内容や目的として、最も適切な説明はどれ
ですか。 （2022年 福島県公立入試 類似）

1. 開発途上国の経済発展を目的とし
て、政府が資金や技術を提供し、現
地の経済基盤を整えるよう支援する
。

2. 紛争地や被災地において、政府と
は独立した立場の民間団体が、医療
支援や食料配布などの人道支援を行
う。

3. 教育、科学、文化の分野における
国際協力を通じて、諸国民の交流を
図り、世界平和に貢献する。

4. 国際連合の要請を受け、紛争当事
者間の停戦監視や、選挙の公正な実
施、壊れた道路などのインフラ復旧
を支援する。

問11 1970年代の石油危機（オイルショック）を経て安定成長期に入った日本経済において、1980年代後半に銀行による過剰な融資などを背景とし
て、地価や株価が実体経済の動きを大幅に超えて異常に値上がりした好景気を何と呼びますか。 （2021年 香川県公立入試 類似）

1. バブル経済 2. 高度経済成長 3. 安定成長 4. いざなぎ景気

問12 一九九一年にソ連が解体に至った主な背景として、当時の国内状況を説明したものとして最も適切なものはどれですか。 （2023年 山梨県公立入試 類似）

1. 他国からの大規模な武力攻撃を受
けて、連邦政府が機能を停止したた
め

2. 社会主義体制のもとで経済成長が
著しく、国民がさらなる自由を求め
たため

3. すべての共和国が連邦の維持を強
く望んだが、国際連合の命令により
解体されたため

4. 政治や経済の改革が思うように進
まず、社会が混乱して各共和国の独
立を招いたため


